
東京都立大崎高等学校男子バスケットボール部
関東大会出場のご報告と同窓会への御礼

拝啓 盛夏の候、梧桐会の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
平素より本校男子バスケットボール部への温かいご支援とご声援を賜り、心より御礼申し上げ
ます。

このたび私たち男子バスケットボール部は、創部以来初となる東京都ベスト8進出を果たし
、念願であった関東大会への初出場を実現いたしました。 関東大会では、神奈川県の強豪・横
浜清風高校と対戦し、一歩も引かず果敢に挑みましたが、惜しくも敗戦という結果となりまし
た。

しかし、生徒たちは東京都代表としての誇りを胸に堂々と戦い抜き、多くの経験と学びを得
ることができました。 何より、会場を大きく包む大応援団の熱い声援には、部員・スタッフ一
同大きな力をいただきました。 この場を借りて、心より感謝申し上げます。

一方で、関東大会の直後に行われた東京都総体予選では、初戦で悔しい敗戦を喫し、全国へ
の道が閉ざされました。
改めて大会の厳しさ、そして調整力や精神力の重要性を痛感いたしました。

こうした成果や課題を得られたのは、ひとえに梧桐会の皆様からの温かいご寄付とご声援の
おかげと、深く感謝申し上げます。 誠にありがとうございました。

現在、新チームは25名で再スタートを切りました。
今年の目標は、関東大会で勝つこと、そしてその先のインターハイ出場を果たすことです。 こ
れまでの結果に満足せず、今回の関東大会出場を通過点と捉え、日々鍛錬を積み重ねてまいり
ます。

私たちはこれからも、大崎高校男子バスケットボール部のスローガンである「凡事徹底」を
胸に、 ひとつひとつの努力を積み重ね、全国の舞台を目指して精進してまいります。
今後とも変わらぬご支援、ご指導を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

末筆ながら、梧桐会の皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、御礼とご報告とさせ
ていただきます。
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